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Ψ
自

全
日
本
仏
教
会
会
長

大
本
山
総
持
寺
貫
首

　
今
回
図
ら
ず
も
全
日
本
仏
教
会
会
長
に
就
任
す
る
こ
と
に
な

り
、
顧
み
て
そ
の
責
務
の
重
大
さ
を
感
ず
る
次
第
で
あ
り
ま
す

　
わ
が
国
も
、
終
戦
後
ま
さ
に
三
十
年
に
垂
ん
と
し
、
産
業
の

勃
興
は
目
覚
し
く
、
延
い
て
通
商
貿
易
の
発
展
亦
華
々
し
い
も

の
が
あ
り
、
国
土
の
繁
栄
、
国
民
生
活
の
向
上
に
塞
に
驚
歎
す

べ
き
も
の
が
あ
る
。
さ
れ
ば
、
わ
が
日
本
は
今
や
世
界
の
各
国

か
ら
、
所
謂
経
済
大
国
と
し
て
見
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
果
し

て
そ
の
侭
受
け
販
っ
て
楽
観
出
来
る
か
は
大
い
に
疑
わ
し
い
。

そ
う
で
な
く
、
真
に
安
心
し
て
列
強
の
間
に
伍
し
て
行
く
に
は

国
民
の
精
神
面
、
国
家
の
丈
化
面
が
こ
れ
に
相
応
し
て
、
各
国

か
ら
尊
敬
を
払
わ
れ
る
に
値
い
す
る
よ
う
に
、
精
神
面
の
充
実

強
化
を
招
来
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
れ
に
は
宗
教
信
仰
の
上
か
ら
も
、
ま
た
倫
理
道
徳
の
上
か

ら
も
種
々
の
力
法
が
あ
り
、
実
践
が
あ
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る

従
っ
て
、
広
く
国
民
全
般
よ
り
全
人
類
に
仏
教
精
神
を
普
及
す

脚
0

岩
偽

’本

勝

俊

る
よ
う
に
献
身
的
に
努
力
す
る
こ
と
が
、
吾
々
仏
教
徒
た
る
も

の
の
使
命
で
あ
り
責
務
で
あ
る
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
正
法
日

本
の
建
設
で
あ
り
正
法
世
界
の
実
現
で
あ
る
。

　
そ
の
結
果
、
人
命
殺
鐵
の
残
虐
行
為
も
無
く
な
り
、
反
道
徳

的
な
過
激
な
行
為
も
減
り
、
さ
ら
に
は
人
々
が
和
合
し
協
調
し

平
和
に
繁
栄
す
る
社
会
が
出
現
し
、
こ
の
地
上
そ
の
ま
ま
が
寂

光
浄
土
と
な
る
。
こ
の
人
心
の
和
合
、
社
会
の
康
寧
は
す
な
わ

ち
人
類
の
共
存
、
世
界
の
平
和
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
り
ま
す

そ
こ
に
は
惨
忍
な
る
核
兵
器
へ
の
恐
怖
も
無
く
、
人
類
は
安
堵

し
て
、
こ
の
生
存
を
全
う
し
、
そ
の
交
明
を
維
持
す
る
こ
と
が

出
来
る
。
し
た
が
っ
て
私
共
仏
陀
の
教
説
を
信
奉
す
る
者
は
国

民
大
衆
は
固
よ
り
世
界
の
人
類
に
仏
教
が
普
及
徹
底
し
、
そ
の

行
法
が
実
践
さ
れ
る
よ
う
に
教
化
気
動
の
活
発
に
し
て
、
そ
の

使
命
完
遂
に
適
進
す
べ
き
で
あ
り
ま
す
。

　
斯
く
て
、
こ
こ
に
新
し
く
迎
え
ん
と
す
る
一
九
七
二
年
前
な

わ
ち
昭
和
四
十
七
年
度
は
明
る
く
和
か
に
清
ら
か
な
年
と
な
る

よ
う
に
念
願
し
て
己
ま
な
い
次
第
で
あ
る
。

　
そ
れ
故
に
、
全
仏
教
界
の
各
寺
院
、
各
教
団
斉
し
く
こ
の
点

に
一
般
の
自
覚
を
ふ
か
め
て
静
か
な
日
本
、
和
か
な
世
界
の
具

現
に
一
致
協
力
し
て
経
済
大
国
日
本
が
変
じ
て
精
神
大
国
、
宗

教
大
国
と
化
し
、
名
実
と
も
に
世
界
の
指
導
者
、
人
類
の
愛
護

者
と
し
て
世
界
の
平
和
に
貢
献
し
、
人
類
の
幸
福
に
奉
仕
す
る

こ
と
こ
そ
わ
れ
わ
れ
に
課
せ
ら
れ
た
重
大
な
責
務
で
あ
り
ま

す
。　
年
頭
に
当
り
所
懐
の
一
端
を
披
題
し
て
賀
辞
と
す
る
。

謹
賀
新
年

財
団
法
人

　
　
　
　
全

会
　
　
長

副
会
長

　
　
ク
理
事
長

常
務
理
事

理

日

本
仏
教
会

星金梶岩

蒲間木口黒中後山村立南　　松村田栗若江工野築釈奥

池野辺野田山藤中上部谷事本瀬中本山西藤村山野

　珍品運動通憲浩貫瑞恵

繁重慈夫概算巌交之祐澄

徳良亮俊運寛義宗定秀覚

明彦三道法堂修羅誉伝応

　
竹
村
吉
右
衛
門

監
　
　
事

　
久
保
埜
太
清

谷子浦本

慶日逸勝

縁威外俊

山大貝渡山伊太稲田岡

本石山部田藤田岡中野

ス好宣公義哲淳：覚隆正

ギ文泰允道雄昭順恵道

中中奥土倉東朽神鈴昧

山野　田持　木村：木岡

理丈博真秀義正拙　良

々門良也峰寿己陛下戒

清
水
谷
孝
尚

　
　
　
　
良

船
　
口
　
暉
子
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●
醜
暫

曝

げ

全
日
本
仏
教
会
理
事
長

　
新
春
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
心
か
ら
慶
賀
の

意
を
表
し
、
各
位
の
御

健
勝
を
祈
念
す
る
と
と

も
に
、
激
動
期
に
あ
る

内
外
の
諸
情
勢
に
対
処

し
、
あ
や
ま
り
な
き
を
期
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
昨
年
十
二
月
、
全
仏
の
役
員
任
期
満
了
に
と
も
な
い
各
位
の

御
推
挙
に
よ
り
不
肖
私
が
理
事
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
光
栄
至
極
に
存
じ
て
お
り
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
生
来
浅
学
菲
才
し
か
も
宗
派
の
責
任
者
と
し
て
十

分
に
そ
の
責
務
を
全
う
す
る
こ
と
が
果
し
て
出
来
る
か
い
な
か

を
非
常
に
憂
慮
し
て
お
り
ま
す
が
、
幸
い
新
会
長
に
曹
洞
宗
管

長
岩
本
勝
俊
狙
下
を
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
各
位
の
温
い
御
麦
援

に
よ
っ
て
こ
の
重
大
な
る
責
務
を
全
う
し
て
ま
い
り
た
い
と
念

願
し
て
お
り
ま
す
。

　
申
す
ま
で
も
な
く
全
野
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
唯
一
の
仏
教

連
合
機
関
で
あ
り
、
そ
の
伝
統
も
古
く
、
明
治
中
期
に
仏
教
連

合
会
と
し
て
発
足
し
、
幾
多
の
変
遷
を
経
て
今
日
の
全
仏
と
な

っ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
と
く
に
本
年
は
財
団
法
人
と
し
て

設
立
以
来
満
十
五
周
年
を
迎
え
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
記
念
す
べ
き
歳
に
あ
た
り
い
よ
い
よ
全
一
仏
教
運
動
の

理
念
の
も
と
に
各
宗
派
、
各
団
体
が
相
協
力
し
、
仏
陀
の
教
え

の
も
の
に
結
集
し
仏
教
の
宣
揚
と
、
愛
さ
れ
る
仏
教
会
に
脱
皮

し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
さ
ら
に
本
年
五
月
に
は
第
十
回
世
界
仏
教
徒
会
議
が
セ
イ
ロ

纏

星

谷

慶

縁

ン
国
の
首
都
コ
ロ
ン
ボ
市
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
す
が
、
激
動

す
る
国
際
情
勢
に
あ
っ
て
日
本
仏
教
の
も
つ
役
割
も
ま
た
重
大

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
国
内
的
に
は
、
本
年
九
月
に
青
森
県
仏
教
会
が
当
番
県

と
な
っ
て
第
二
十
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
私
が
か
つ
て
石
川
県
仏
教
会
長
の
時
代
に
金
沢
大
会
が
開
か

れ
、
各
宗
本
山
の
持
廻
り
か
ら
府
県
仏
が
担
当
し
た
初
回
で
あ

り
ま
す
。
こ
の
大
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の

府
県
仏
が
組
織
強
化
さ
れ
、
教
門
と
も
に
向
上
し
て
い
る
よ
う

で
あ
り
ま
す
が
ま
こ
と
に
よ
ろ
こ
ば
し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
仏
教
文
化
会
議
を
は
じ
め
幾
多
の
事
業
を
強
力
に

推
進
す
る
こ
と
が
濡
仏
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
で
あ
る
と
確
信
し

ま
す
。

　
最
後
に
も
っ
と
も
重
要
な
る
案
件
は
、
昨
年
八
月
に
答
申
さ

れ
た
全
盲
の
制
度
機
構
の
改
善
で
あ
り
ま
す
が
、
前
理
事
長
の

御
苦
労
を
引
き
つ
ぎ
、
ぜ
ひ
早
急
に
処
理
し
て
い
か
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
こ
れ
ら
の
闇
題
に
対
し
て
は
、
よ
く
検
討
し
実
情
に
即
し
て

全
仏
発
展
の
た
め
善
処
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
て
お
り
ま

す
。　
全
心
は
、
全
仏
を
愛
し
、
全
仏
を
憂
う
人
々
に
よ
っ
て
成
立

ち
、
動
か
さ
れ
て
い
く
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り

ま
ん
。
す
べ
て
の
声
を
謙
虚
に
傾
聴
し
、
各
位
と
と
も
に
全
仏

運
動
に
遭
窪
い
た
し
た
い
と
念
願
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
各
位
の
一
段
の
御
協
力
を
切
に
お
願
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
谷
派
宗
務
総
長
）

事
務
総
局

　
事
務
総
長

　
局
長

部
長

他

　
　
麻
布

桜
井
大
乗

一
一
正
浩

小
沢
照
禧

黒
川
孝
樹

職
員
　
一

　　　　関
南　監事西
　　長時事
　　　総務
離岸二長局
　：本本
員　松鵜
　賢聖
一祐順飼

同　　　　照

顯礪海
顕堅了信
瑞純堅雄

隆
玄

　
奥
　
　
博
良

　
加
納
宗
懸

盤

讐
一
三
言
三
7
昌
＝
一
一
言
■
盈
一
≧
3
亀
7
三
一
弓
ξ
購
隔
一
・
．
3
1
三
言
．
一
言
邑
三
ξ
9
昌
一
言
．
昌
ξ
2
竃
．
一
言
・
昌
＝
．
一
言
・
一
7
唱
縄
2
1
ρ
騨
§
．
．
等
6
8
瞬
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羅
亜
垂
亜
亜
匪
襲
垂

　
　
本
会
の
役
員
任
期
満
了
に
と
も
な
う
役
員
改
選
の
た
め
、
去
る
十
二
月
七
日
午
後
一
時
脚
椰

……　
よ
り
、
浅
草
東
京
本
願
寺
記
念
館
に
於
て
評
議
員
会
を
開
催
し
、
会
長
に
岩
本
勝
俊
狙
下
…
欄

場　
　
（
曹
洞
宗
管
長
）
を
、
副
会
長
に
は
梶
浦
逸
外
税
下
（
臨
済
宗
妙
心
寺
派
管
長
）
、
金
子
開

……　田

ﾅ
鑓
諜
難
鷲
講
臥
糠
た
理
事
四
＋
五
爵
を
選
出
　

詔　
　
ま
た
十
二
月
十
六
日
に
開
催
さ
れ
た
常
務
理
事
会
に
お
い
て
、
事
務
総
局
事
務
総
長
に
㎜

……

ヵ
z
照
海
師
（
本
願
寺
派
）
が
決
定
さ
れ
た
・
任
期
は
い
つ
れ
も
二
年
で
あ
る
・
　
｝

　
評
議
員
会
は
、
出
席
者
四
十
二
名
、
委
任
状

六
十
二
名
を
も
つ
て
開
催
さ
れ
、
ま
つ
議
長
に

木
辺
宣
慈
師
（
滋
賀
県
仏
会
長
）
を
選
出
、
議

事
録
署
名
委
員
に
熊
野
竜
夫
師
（
千
葉
県
仏
理

事
長
）
来
山
泰
竜
師
（
妙
心
寺
派
）
を
選
出
し

て
議
事
に
う
つ
っ
た
。

　
ま
つ
、
理
事
及
び
監
事
の
選
出
に
つ
い
て
、

議
長
提
案
に
よ
り
選
考
委
員
十
一
名
を
指
名

（
若
山
、
北
岡
、
田
中
隆
、
伊
藤
勝
、
北
島
、

来
山
、
永
見
、
東
、
木
辺
、
伊
藤
哲
、
稲
田
）
し
、

選
考
の
結
果
、
今
回
は
県
仏
育
成
の
為
県
単
よ

り
理
事
三
名
を
増
員
し
、
全
理
事
四
十
五
名
（
う

ち
常
務
理
事
二
十
一
名
）
を
選
出
し
た
。
監
事

に
は
、
久
保
埜
太
清
師
（
豊
山
派
）
船
口
暉
子

氏
（
全
日
仏
婦
）
を
選
出
し
（
監
事
一
名
は
欠

員
保
留
）
、
そ
れ
ぞ
れ
満
場
一
致
承
認
さ
れ
た
。

ひ
き
つ
づ
き
理
事
会
を
開
催
し
、
会
長
、
副
会

長
を
推
戴
、
理
事
長
に
星
谷
慶
縁
師
を
互
選

し
、
そ
れ
ぞ
れ
評
議
員
会
に
於
て
承
認
さ
れ
た
。

　
　
新
役
員
は
下
記
の
通
り
で
あ
る
。

会
　
長
　
岩
本
勝
俊
狙
下
（
曹
洞
宗
管
長
）

副
会
長
　
梶
浦
逸
外
配
下
（
妙
心
寺
派
管
長
）

　
〃
　
　
金
子
日
記
門
下
（
池
上
本
門
寺
貫
首
）

理
事
長
　
星
谷
慶
縁
（
大
谷
派
宗
務
総
長
）

事
務
総
長
麻
布
照
海
（
本
願
寺
派
）

常
務
理
事
（
評
議
員
中
の
◎
印
）

理
事
（
評
議
員
中
の
○
印
）

評
議
員

◎
奥
野
覚
応
（
天
台
宗
）

　
山
田
定
恵
（
〃
　
　
）

　
中
村
義
応
（
〃
　
　
）

　
北
岡
守
祐
（
〃
　
　
）

　
山
本
光
照
（
天
台
寺
門
宗
）

　
千
村
実
宣
（
天
台
真
盛
宗
）

○
南
谷
恵
澄
（
和
宗
）

　
吉
田
秀
映
（
〃
　
）

　
塚
原
徳
応
（
〃
　
）

　
青
木
法
鷹
（
妙
見
宗
）

◎
岡
野
正
道
（
孝
道
教
団
）

椎
谷
　
健
（
〃
　
　
　
）

四
宮
正
音
（
〃
　
　
　
）

○
清
水
谷
孝
尚
（
聖
観
音
宗
）

大
森
亮
潮
　
（
〃
　
　
　
）

　
塩
入
亮
達
（
聖
観
音
宗
）

◎
釈
　
秀
伝
（
高
野
山
真
言
宗
）

　
島
田
信
了
（
〃
）

　
麻
生
恵
光
（
〃
）

　
寿
山
良
知
（
〃
）

　
山
本
芳
遵
（
〃
）

　
未
定
　
　
　
（
真
言
宗
東
寺
派
）

　
森
岡
善
暁
（
真
言
宗
泉
涌
寺
派
）

　
川
原
快
俊
（
真
言
宗
山
階
派
）

○
立
部
瑞
祐
（
真
言
宗
御
室
派
）

○
味
岡
良
戒
（
真
言
宗
大
覚
寺
派
）

　
未
定
　
　
（
真
言
宗
）

◎
田
中
隆
恵
（
真
言
宗
智
山
派
）

　
別
所
弘
因
（
〃
）

　
板
橋
宥
成
（
〃
）

　
稗
貫
照
澄
（
〃
）

◎
築
山
定
誉
（
真
言
宗
豊
山
派
）

　
浅
井
堅
教
（
〃
）

　
永
見
聖
宏
（
〃
）

　
久
保
埜
太
清
（
〃
）

　
岩
堀
至
道
（
新
義
真
言
宗
）

◎
稲
岡
覚
順
（
浄
土
宗
）

◎
野
村
宗
春
（
〃
）

　
吉
井
泰
順
（
〃
）

水
谷
激
道
（
〃
）

梶
原
重
道
（
〃
）

大
野
忍
敬
（
〃
）

長
谷
川
岱
祐
（
〃
）

滝
沢
教
夫
（
〃
）

松
田
法
全
（
浄
土
宗
西
山
深
草
派
）

久
我
磁
雄
（
浄
土
宗
西
山
禅
林
寺
派
）

　
保
田
純
精
（
西
山
浄
土
宗
）

　
脇
田
元
応
（
〃
）

◎
太
田
淳
昭
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）

　
阿
部
慶
昭
（
〃
）

○
村
上
貫
之
（
〃
）

◎
工
藤
義
修
（
〃
）

　
岡
部
崇
宣
（
〃
）

　
永
野
鎮
雄
（
〃
）

　
高
辻
恵
雄
（
〃
）

　
北
島
経
昭
（
〃
）

◎
星
谷
慶
縁
（
真
宗
大
谷
派
）

○
鈴
木
悟
（
〃
）

　
遠
藤
合
一
（
〃
）

　
旭
野
正
信
（
〃
）

　
中
山
尊
照
（
〃
）

　
加
納
宗
准
（
〃
）

◎
伊
藤
哲
雄
（
〃
）

　
柳
　
了
堅
（
〃
）

○
山
中
浩
丈
（
真
宗
高
田
派
）

　
森
　
閣
竜
（
〃
）

　
千
葉
藻
亮
（
真
宗
興
正
派
）

　
渋
谷
憲
雄
（
真
宗
仏
光
寺
派
）

　
未
定
　
　
（
真
宗
三
門
徒
派
）

　
楠
　
法
隆
（
真
宗
出
雲
路
派
）

　
未
定
　
　
　
（
真
宗
山
元
派
）

　
波
多
野
暁
浄
（
真
宗
七
竃
寺
派
）

　
未
定
　
　
（
真
宗
木
辺
派
）

　
石
倉
一
光
（
時
宗
）

　
栗
山
良
全
（
融
通
念
仏
宗
）

◎
江
西
寛
堂
（
臨
済
宗
妙
心
寺
派
）

　
後
藤
純
一
（
〃
）

　
服
部
宗
源
（
〃
）

　
野
口
浩
堂
（
〃
）

　
来
山
泰
竜
（
〃
）

○
神
村
拙
底
（
臨
済
宗
建
長
寺
派
）
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井
上
禅
定
（
臨
済
宗
円
覚
寺
派
）

○
後
藤
憲
巌
（
臨
済
宗
南
禅
寺
派
）

　
吉
川
探
道
（
臨
済
宗
永
源
寺
派
）

　
佐
分
春
応
（
臨
済
宗
相
国
寺
派
）

　
田
原
周
仁
（
臨
済
宗
天
竜
寺
派
）

　
石
馬
研
学
（
臨
済
宗
向
嶽
寺
派
）

◎
山
田
義
道
（
曹
洞
宗
）

○
朽
木
正
巳
（
〃
）

　
金
子
宗
一
（
〃
）

　
若
山
運
法
（
〃
）

　
岡
田
巳
成
（
〃
）

　
阿
部
博
邦
（
〃
）

　
山
崎
秀
明
（
〃
）

　
田
中
亮
三
（
〃
）

○
中
山
通
巌
（
黄
口
宗
）

◎
渡
部
公
允
（
日
蓮
宗
）

　
三
井
宣
雄
（
〃
）

　
伊
藤
勝
因
（
〃
）

　
関
　
日
当
（
〃
）

　
三
瓶
顎
厚
（
〃
）

　
丸
山
日
雄
（
〃
）

　
福
島
泰
信
（
法
華
宗
本
門
流
）

　
水
本
大
岳
（
法
華
宗
陣
門
流
）

　
笹
木
日
野
（
法
華
宗
真
門
流
）

　
未
定
　
　
（
中
山
即
日
）

　
木
村
日
玄
（
本
門
引
立
宗
）

　
古
瀬
堅
徳
（
顕
本
法
華
宗
）

　
未
定
　
　
（
律
宗
）

　
喜
多
亮
快
（
真
言
律
宗
）

　
未
定
　
　
（
法
相
宗
）

　
桝
田
秀
山
（
聖
徳
宗
）

　
清
水
公
照
（
華
厳
宗
）

　
未
定
　
　
　
（
北
海
道
仏
教
会
連
盟
）

○
東
　
義
寿
（
青
森
県
仏
教
会
）

　
未
定
　
　
　
（
岩
手
県
仏
教
会
連
盟
）

　
伊
藤
哲
道
（
秋
田
県
〃
）

　
板
垣
隆
寛
（
山
形
県
仏
教
会
）

　
吉
岡
棟
一
（
福
島
県
〃
）

　
松
浦
亮
一
（
群
馬
県
〃
）

○
黒
田
白
純
（
栃
木
県
〃
）

　
鱒
淵
正
浩
（
〃
）

　
奥
野
善
雄
（
茨
城
県
〃
）

　
佐
久
間
鎮
雄
（
埼
王
県
〃
）

○
倉
持
秀
峰
（
〃
）

◎
栗
本
俊
道
（
東
京
都
仏
教
連
合
会
4

　
松
田
明
道
（
〃
）

　
郡
司
博
道
（
〃
）

○
熊
野
竜
夫
（
千
葉
県
仏
教
会
）

◎
貝
山
宣
泰
（
神
奈
川
県
〃
）

　
鈴
木
敏
範
（
〃
）

○
土
田
真
也
（
新
潟
県
〃
）

　
井
村
順
応
（
山
梨
県
〃
）

　
未
定
　
　
（
福
井
県
〃
）

　
樟
原
宏
朗
（
石
川
県
〃
）

　
未
定
　
　
（
富
山
県
〃
）

　
半
田
孝
海
（
長
野
県
〃
）

◎
田
中
亮
三
（
静
岡
県
〃
）

　
岩
田
弘
徳
（
〃
）

◎
大
石
好
文
（
岐
阜
県
〃
）

◎
村
瀬
良
彦
（
愛
知
県
〃
）

　
原
　
　
浩
（
〃
）

　
池
田
泰
道
（
和
歌
山
県
〃
）

　
高
島
広
勝
（
三
重
県
〃
）

○
木
辺
宣
慈
（
滋
賀
県
〃
）

○
奥
博
良
（
京
都
府
〃
）

○
間
野
敬
重
（
大
阪
府
〃
）

○
中
野
文
門
（
兵
庫
県
〃
）

　
未
定
　
　
（
島
根
県
〃
）

　
未
定
　
　
（
鳥
取
県
〃
）

　
未
定
　
　
（
岡
山
県
〃
）

　
逢
坂
恵
勝
（
香
川
県
〃
）

未
定
　
　
（
二
恩
県
〃
）

　
未
定
　
　
　
（
高
知
県
〃
）

　
大
橋
覚
阿
（
徳
島
県
〃
）

○
蒲
池
　
繁
（
福
岡
県
〃
）

　
佐
野
蛮
二
（
朝
日
生
命
仏
教
研
究
会
）

　
信
ケ
原
良
文
（
京
都
仏
教
徒
会
議
）

　
壬
生
照
順
（
近
代
仏
教
研
究
会
）

　
田
中
香
浦
（
国
柱
会
）

　
桜
井
栄
章
（
国
際
仏
教
伝
道
会
）

　
三
浦
義
弘
（
真
理
運
動
本
部
）

◎
山
本
　
杉
（
全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟
）

　
船
口
暉
子
（
〃
）

○
中
山
理
々
（
日
本
仏
教
鎖
仰
会
）

　
未
定
　
　
　
（
全
日
本
仏
教
青
年
会
）

　
古
屋
道
雄
（
日
本
仏
教
保
育
協
会
）

　
林
達
声
（
日
本
山
妙
法
寺
）

　
吉
田
秀
英
（
仏
教
徒
政
治
同
盟
）

　
河
合
智
海
（
一
人
会
）

　
未
定
　
　
（
善
光
寺
）

　
小
沢
省
元
（
国
際
仏
教
興
隆
協
会
）

○
竹
村
吉
右
衛
門
（
仏
教
振
興
財
団
）

　
石
上
慈
敬
（
東
京
ブ
デ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ
）

◎
松
本
徳
明
（
学
識
経
験
者
）

監
事
　
久
保
埜
太
清
（
豊
山
派
）

　
　
　
船
口
暉
子
（
全
日
仏
婦
）
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常
務
理
事
会開
か
る

　
旧
脱
十
二
月
十
六
日
、
東
京
本
願
寺
記
念
館

に
お
い
て
、
新
理
事
長
の
も
と
第
一
回
の
常
務

理
事
会
が
開
か
れ
た
。

　
出
席
者
は
、
星
谷
慶
縁
、
若
山
運
法
、
貝
山

宣
泰
、
築
山
定
誉
、
田
中
隆
恵
、
山
本
ス
ギ
、

栗
本
俊
道
、
工
藤
義
修
、
田
中
亮
三
、
山
田
菰

道
、
伊
藤
哲
雄
の
各
氏
。

　
ま
ず
、
全
仏
事
務
総
局
の
人
事
に
つ
い
て
は

事
務
総
長
に
麻
布
照
海
師
（
本
願
寺
派
善
福
寺
）

を
決
定
承
認
し
た
が
、
局
長
乙
名
（
大
谷
派
、
曹

洞
宗
、
浄
土
宗
、
日
蓮
宗
）
が
ま
だ
出
そ
ろ
わ

な
い
た
め
、
局
内
人
事
ポ
ス
ト
に
つ
い
て
は
理

事
長
に
一
任
さ
れ
、
一
月
中
旬
ま
で
に
決
定
ざ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
昭
和
四
十
七
年
度
予
算
案
に
つ
い
て
は
、
諸

物
価
上
昇
に
と
も
な
う
麦
出
自
然
増
の
た
め
、
」

予
算
増
額
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
事

務
総
局
か
ら
の
要
請
に
も
と
づ
き
、
負
担
金
増

額
が
審
議
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
一
宗
負
担
金

の
う
ち
、
従
来
特
別
負
担
金
を
受
け
持
っ
て
い

る
十
数
宗
派
に
一
割
弱
の
増
額
を
要
請
す
る
ζ
，

と
と
な
り
、
来
る
一
月
二
十
四
日
午
前
十
一
時

よ
り
東
京
本
願
寺
記
念
館
で
開
催
さ
れ
る
評
議

員
会
及
び
理
事
会
に
お
い
て
付
議
、
決
定
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。

輔5
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若
き
世
代
に
生
き
る

支
え
を

稲
岡
　
覚
順

（
浄
土
宗
宗
務
総
長
）

　
過
激
派
学
生
の

狂
悪
テ
ロ
が
街
に

横
行
し
て
い
る
。

そ
の
反
面
ノ
ン
セ

ク
ト
の
ヒ
ッ
ピ
ー

族
や
、
ロ
ッ
ク
族

の
氾
濫
も
目
に
余
る
。

　
人
間
性
を
喪
回
し
て
生
き
る
麦
え
を
失
っ
た

若
者
た
ち
に
残
さ
れ
た
、
悲
し
い
ハ
ケ
ロ
と
も

言
え
る
。
こ
の
狂
っ
た
青
少
年
を
正
常
に
導
き

帰
環
を
知
ら
ぬ
若
者
に
、
生
き
甲
斐
を
与
え
る

の
が
、
吾
々
仏
教
者
の
使
命
で
あ
る
。

　
然
る
に
既
成
宗
教
界
は
依
然
と
し
て
、
惰
眼

か
ら
さ
め
や
ら
ず
、
仏
教
会
は
惰
性
に
安
住
し

て
立
ち
上
り
を
示
さ
な
い
。

　
一
九
七
二
年
の
課
題
は
多
種
多
様
で
は
あ
る

が
、
仏
教
界
が
現
実
相
を
認
識
し
て
立
ち
上
り

特
に
若
き
世
代
指
導
の
重
要
性
に
目
を
そ
そ
ぎ

仏
教
を
現
代
に
生
か
し
、
若
者
に
宗
教
の
門
を

開
き
、
生
き
る
支
え
た
る
べ
き
救
い
の
手
を
さ

し
の
べ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
仏
教
界
各
宗
各
派
は
夫
々
の
立
場
に
お
い
て

教
法
宣
布
の
実
を
は
た
す
は
勿
論
で
あ
る
が
、

さ
ら
に
必
要
な
こ
と
は
、
横
に
小
異
を
捨
て
て

大
同
に
つ
く
、
協
調
の
実
を
は
た
し
、
若
き
世

代
指
導
の
対
策
に
と
り
く
み
、
そ
の
積
極
的
実

動
に
入
る
べ
き
で
あ
る
。

　
そ
し
て
こ
れ
が
緊
急
施
策
を
全
日
本
仏
教
会

の
本
年
の
課
題
と
し
て
提
唱
す
る
。

不
退
転
の
菩
薩
行
を

岡
野
　
正
道

（
孝
道
教
団
統
理
）

　
新
年
お
め
で
と

う
む
ぎ
い
ま
す
。

私
は
、
毎
年
一
月

一
日
孝
道
山
本
仏

殿
で
厳
修
さ
れ
る

元
旦
祭
の
席
上
、

本
堂
か
ら
広
庭
ま
で
あ
ふ
れ
る
信
徒
さ
ん
に
「

今
年
の
指
針
」
を
口
頭
で
発
表
解
説
し
、
併
せ

て
教
団
機
関
誌
（
孝
道
新
聞
）
に
告
諭
す
る
の

を
通
例
と
し
て
い
ま
す
。
『
昭
和
四
十
七
年
の

指
針
』

　
情
意
奉
持
の
菩
薩
の
大
使
命
を
自
覚
し
、
自

　
ら
仏
性
を
磨
き
　
一
切
衆
生
の
苦
を
抜
き
厄

　
を
救
う
　
大
良
導
師
と
な
る
べ
く
精
進
ぜ
よ

世
界
の
情
勢
は
あ
ん
た
ん
と
し
て
、
五
濁
悪
世

の
世
相
が
諸
界
に
現
じ
、
転
変
き
わ
ま
り
な
き

様
相
を
呈
し
て
い
る
今
日
は
、
ま
さ
に
末
法
時

代
で
あ
り
、
ま
た
同
時
に
釈
尊
が
説
き
の
こ
さ

れ
た
真
実
の
教
え
法
華
経
が
、
そ
の
力
を
最
も

発
揮
す
る
熟
益
の
時
代
で
も
あ
り
ま
す
。

　
仏
勅
奉
持
の
菩
薩
た
る
私
た
ち
は
、
そ
の
秘

め
て
い
る
力
を
、
惜
し
む
こ
と
な
く
今
生
に
発

揮
す
べ
き
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
ま

ず
、
自
か
ら
諸
仏
の
秘
密
の
法
に
深
く
入
り
、

仏
性
を
磨
き
、
真
理
に
た
が
わ
な
い
立
派
な
日

常
生
活
を
た
も
っ
と
同
時
に
小
さ
な
我
を
捨
て

一
切
衆
生
の
苦
を
抜
き
、
厄
を
救
い
得
る
、
大

良
導
師
に
な
る
よ
う
、
勇
猛
精
進
す
べ
き
で
あ

り
ま
す
。
年
頭
に
あ
た
り
、
皆
さ
ま
と
共
に
不
退

転
の
菩
薩
行
を
誓
い
合
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

仏
教
は
強
き
平
願
を

　
　
　
　
　
　
　
　
東
　
　
義
寿

　
　
　
　
　
　
　
（
青
森
県
仏
教
会
長
）

　
印
パ
の
戦
闘
も

意
外
に
短
時
日
の

間
に
停
戦
を
見
て

世
界
の
人
々
殊
に

私
共
仏
教
徒
は
ホ

ッ
ト
安
堵
の
思
い

で
あ
り
ま
す
。
昔
か
ら
日
本
人
に
印
度
は
お
釈

迦
さ
ま
の
国
と
し
て
、
何
か
血
の
通
う
よ
う
な

親
近
観
を
持
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
度
は
印

度
か
と
心
の
痛
む
思
い
で
し
た
。
人
は
自
然
の

温
か
い
懐
に
安
住
し
て
、
充
分
の
理
性
も
持
ち

な
が
ら
、
ど
う
し
て
か
く
も
闘
争
と
殺
獄
を
く

り
返
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
か
、
人
間
業
の
悲
し
さ
、

賀

正

真
言
宗
智
山

総
本
山
智
積

化管

院派

京
都
市
東
山
区
東
山
七
条

〇
七
五
（
1
4
5
）
五
三
六
一
㈹

帳
竹
村
教
智

宗
務
総
長

寺
務
長

田
野
馳
恵

法
務
部
長
　
西
田
　
隆
演

教
化
部
長
　
松
平
　
墨
摺

総
務
部
長
　
別
所
　
弘
因
．

教
学
部
長
　
吉
同
類
　
隆
秀

宗
務
出

張
所
長

小
宮
勝
憲

嘲
6一
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あ
わ
れ
さ
、
や
る
せ
な
さ
、
戦
火
に
追
わ
れ
多

数
の
家
族
を
失
っ
た
私
た
ち
に
は
今
な
お
堪
え

ら
れ
ぬ
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
に
つ
け
て
も
、
大
自
然
の
「
生
命
へ
の

配
慮
の
す
ば
ら
し
さ
」
、
自
然
は
蟻
一
疋
の
い

の
ち
も
粗
末
に
は
い
た
し
ま
せ
ん
。
稲
の
花
一

回
の
生
命
も
大
切
に
し
て
く
れ
ま
す
。
雨
一
つ

を
降
ら
せ
る
に
も
、
千
尺
の
天
上
か
ら
あ
の
細

か
い
小
粒
に
し
て
生
物
を
育
て
て
く
れ
ま
す
。

一
事
は
万
事
、
行
き
と
ど
い
た
「
自
然
の
配
慮
」

私
は
嘗
て
洪
水
の
直
前
に
土
手
下
の
田
畝
か
ら

赤
蟻
の
大
群
が
堤
の
岸
辺
を
、
一
本
の
帯
状
を

な
し
て
丘
の
草
原
に
移
動
し
て
い
る
の
を
見
ま

し
た
。
昼
夜
分
た
ず
無
数
の
蟻
の
大
移
動
、
い

か
な
る
リ
ー
ダ
ー
が
あ
っ
て
、
か
か
る
行
動
を

起
す
の
か
、
四
、
五
日
後
蟻
の
姿
の
消
え
た
日

に
、
豪
雨
警
報
の
発
令
が
出
ま
し
た
。
ま
こ
と

に
涙
溢
る
る
思
い
で
し
た
。

「
い
う
も
ま
し
ま
さ
ず
、
姿
も
ま
し
ま
さ
ず
し

て
、
自
然
の
料
を
知
ら
せ
ん
た
め
に
阿
弥
陀
と

な
ら
せ
玉
へ
る
お
す
が
た
な
り
」
と
、
ま
た
、

「
仏
に
従
っ
て
道
断
し
て
自
然
に
帰
る
」
と
、

私
共
は
謙
虚
に
こ
の
原
点
に
立
帰
っ
て
、
せ
め

て
は
「
殺
鐵
な
き
世
界
」
を
目
指
し
て
、
釈
尊

の
悲
願
を
果
し
た
い
。

「
願
求
な
き
は
菩
薩
の
魔
事
と
か
」
「
衆
生
無

辺
誓
願
度
」
い
ま
一
度
世
尊
と
倶
に
叫
び
た
い

思
い
で
あ
り
ま
す
。
妄
言
多
謝
。

○
お
ね
が
い

　
本
年
度
、
第
二
十
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
は

一
三
の
御
指
導
と
、
皆
さ
ま
の
御
支
援
に
よ
り

今
秋
九
月
二
十
八
日
、
九
日
の
両
日
、
青
森
県

大
会
と
決
定
い
た
し
、
県
都
青
森
市
を
会
場
と

し
て
開
催
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
本
土
「
さ

い
は
て
の
地
」
に
各
宗
の
諸
大
徳
並
び
に
全
国

の
仏
弟
を
お
迎
え
す
る
こ
と
は
、
末
世
の
現
代

に
世
尊
の
教
団
を
お
迎
え
す
る
思
い
で
あ
り
ま

す
。
特
別
の
設
備
も
む
ぎ
い
ま
せ
ん
が
、
観
光

の
資
源
も
豊
か
で
、
自
然
の
ま
ま
の
自
然
と
素

朴
な
人
情
と
で
、
皆
さ
ま
の
御
参
加
を
心
か
ら

お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

密
造
仏
国
土
を
目
標
と
し
て

　
　
築
山
定
誉

（
豊
山
派
宗
務
総
長
）

　
昨
年
は
国
の
内
外
を
問
わ
ず
対
立
動
乱
の
相

を
呈
し
た
が
、
特
に
国
内
に
お
け
る
価
値
観
の

対
立
相
剋
は
、
最
早
、
断
絶
と
い
う
表
現
で
は

済
ま
さ
れ
ぬ
状
況
に
落
ち
こ
ん
だ
よ
う
に
す
ら

思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
現
象
を
解
明
し
て
、
そ

の
欠
陥
の
根
本
を
教
育
に
求
め
、
政
治
経
済
の

機
能
に
求
め
て
い
る
向
が
多
い
が
、
宗
教
の
負

う
べ
き
社
会
的
機
能
に
つ
い
て
は
比
較
的
に
論

及
さ
れ
て
い
な
い
。
私
は
こ
の
社
会
的
混
乱
状

態
を
凝
視
し
て
、
宗
団
の
動
向
を
追
求
し
て
ゆ

き
た
い
。
わ
が
宗
派
は
、
密
画
仏
国
土
と
い
う

理
想
社
会
の
開
顕
を
究
極
の
目
標
と
し
て
布
教

活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
宗
祖
弘
法
大
師
の
行

履
に
鑑
み
て
宗
団
が
現
代
に
如
何
に
機
能
す
べ

き
か
を
求
め
実
践
し
て
ゆ
き
た
い
。

　
時
、
幸
に
も
、
昭
和
四
十
八
年
は
宗
祖
降
誕

一
千
二
百
年
に
相
当
す
る
。
本
年
は
そ
の
記
念

事
業
の
実
施
準
備
に
も
精
進
し
、
宗
祖
大
師
讃

仰
の
波
を
高
め
て
ゆ
き
た
い
。

イ
ン
ド
流
入
東
パ
キ
ス
タ

ン
難
民
救
援
金
感
謝
録

、、、、、、、、、、、、、、、
（
第
二
次
分
・
十
二
月
二
十
七
日
現
在
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

金
五
千
円

金
参
万
円

金
壱
万
円

金
弐
千
百
四
拾
六
円

金
参
千
円

金
壱
千
円

金
五
千
円

金
壱
万
円

新
義
真
言
宗
務
所

隣
山
会

愛
知
学
院

同
朋
高
等
学
校

平
林
寺

浄
光
寺

徳
島
県
仏
教
会

室
生
寺

、
金
九
千
六
百
五
拾
二
円
高
野
山
高
等
学
校

、
金
壱
万
円
　
　
　
　
西
教
寺

、
金
参
千
円
　
　
　
　
藤
原
了
然

、
金
五
万
円
　
　
　
　
　
曹
洞
宗
宗
務
庁

、
金
壱
万
四
千
参
百
参
拾
円
　
千
代
田
学
園

、
金
弐
万
円
　
　
　
　
　
　
天
台
宗
務
庁

、
金
弐
万
六
千
七
百
弐
拾
五
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
愛
知
高
等
学
校

一、

燗
�
迚
~
　
　
　
　
　
龍
谷
大
学

一
、
金
四
万
六
千
円
　
　
　
顕
宗
法
華
宗
務
院

一
、
金
参
千
円
　
　
　
　
　
毛
越
寺

一
、
金
壱
千
参
百
円
　
　
　
光
華
女
子
大

一
、
金
四
千
六
百
六
拾
四
円
華
頂
短
大
学
生
会

心
、
金
弐
千
六
百
八
円
　
　
鶴
見
女
子
大

一
、
金
壱
万
五
千
弐
百
七
拾
六
円

　
　
　
　
　
　
華
頂
女
子
高
等
学
校
生
徒
会

一
、
金
壱
万
弐
千
参
百
四
拾
弐
円

　
　
　
　
　
東
海
女
子
高
等
学
校
生
徒
一
同

碩

海

難
鯨
知
恩
院

門
主

京
都
市
東
山
区
林
下
町

長岸

信
宏

繍
庶
務
部
鱒
霧
雪
鵜
飼
隆
玄

翻
聖
慮
嚴
思
立
無
法
禅

布
教
部
長
執
事
無
垢
品
導
生

護
持
信
徒
部
長
執
事
鈴
木
　
錦
承

会
館
部
長
執
事
二
本
松
聖
順

財
務
部
長
執
事
松
川
　
獲
得

纏
縫
解
選
蟄
白
幡

憲
佑

公
室
勤
務
執
事
谷
地
　
益
雄

施
設
事
業
部
長
執
事
三
宅
堪
忍

二
百
長
執
事
赤
木
　
定
順

浄
土
開
宗
八
百
年
記
念
慶
讃
事
務
局

事
務
局
長
執
事
藤
田
　
説
量

事
業
部
長
執
事
野
中
純
道

庶
務
部
長
執
事
赤
平
　
蕉
門

経
理
部
長
執
事
梶
原
　
隆
也

　
　
　
’
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第
十
九
回

全
日
本
仏
教
徒
会
議

　
　
　
　
　
四
国
大
会

会
　
長
（
額
蓬
坂
恵
勝

副
会
長
（
高
知
県
仏
会
長
）
横
山
　
玄
秀

　
〃
（
徳
島
二
仏
会
長
）
大
橋
覚
阿

　
〃
　
　
（
腰
鑛
）
丹
下
　
英
照

　
〃
（
旙
製
大
石
黙
宗

実
行
委
員
長
（
香
川
二
仏
理
事
）
松
下
教
道

工
部
鷺
響
）
佐
条
円
純

　
〃
　
（
高
知
県
仏
副
会
長
）
島
田
　
信
保

　
〃
　
　
（
ク
）
大
久
保
正
勝

　
〃
　
　
（
ク
）
本
龍
仙
真

　
〃
（
徳
島
県
仏
副
会
長
）
明
断
賢

　
〃
　
（
鱗
蘇
）
福
村
　
四
教

　
〃
　
　
（
ク
）
時
枝
　
実
三

霧
局
長
（
香
川
県
仏
理
事
）
山
本
健
史

財
務
部
長
（
ク
）
上
野
　
史
紀

香
川
青
年
部
部
長
　
　
大
仏
　
光
良

檀
信
徒
会
会
長
　
　
大
庭
　
哲
夫

　
　
　
　
事
務
局
関
係
者
一
同

　
事
務
局

　
　
高
松
市
扇
町
一
丁
目
常
福
寺
中

岡
山
県
仏
教
会

会
長
高
峰
秀
海
副
会
長
松
永
大
耳
〃
　
佐
々
木
血
忌

曹
洞
宗
大
本
山
永
平
寺

事
務
局
岡
山
市
平
井
七
〇
九
岡
山
（
7
7
）
八
三
〇
二

新
隅
潟
県
仏
教
会

会
長
土
田
真
也

京
都
府
仏
教
会

副
会
長
井
上
憲
司

会
長
平
野
竜
法

〃
　
豊
田
良
誘

理
事
長
奥
　
　
博
良

〃
　
西
塔
政
舜

浄
土
宗
宗
務
庁

宗
務
総
長

教
学
局
長

総
務
局
長

宗
務
麦
所
長

教
化
部
長

学
事
部
長

庶
務
部
長

目
務
部
長

松真加山野水吉稲
平柄古口村谷井岡
智大善諦宗懸盤覚
禅真広存春道順順

順
土
宗
三
三
八
百
年
記
念
慶
讃
準
備
局

　
局
　
　
長
梶
原
重
道

　
企
画
部
長
飯
田
信
弘

一一 W一
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真
言
宗
豊
山
派
宗
務
所
文
京
区
大
塚
五
一
四
〇
－
八
〒
皿
（
九
四
五
）
〇
六
三
九
（
代
）
管
　
長
平
林
宥
高
宗
務
総
長
　
築
　
山
　
定
　
誉
総
務
部
長
浅
井
堅
教
　
教
化
部
長
高
山
宥
進
　
教
務
部
長
永
　
見
　
聖
　
宏
　
財
務
部
長
久
保
埜
太
清

日
蓮
宗
宗
務
院
宗
務
総
長
渡
辺
公
允

黄
葉
宗
大
本
山
萬
福
寺
管
　
長
加
藤
慈
光
宗
務
総
長
森
本
三
鎧

大
阪
府
豊
能
郡
能
勢
町
野
間
中
七
一
八
妙
見
宗
宗
務
本
庁
　
電
話
〇
七
二
七
（
3
7
）
0
0
二
八

新
義
真
言
宗
宗
務
所
総
　
長
岩
堀
至
道
総
務
部
長
橘
　
　
　
純
雄
法
務
部
長
星
　
　
　
慶
岳

一9一
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再
繭●

屡

東
京
都
仏
教
連
合
会
会
　
長
栗
本
俊
道
　
　
常
務
理
事
一
同
　
事
務
局
　
　
北
区
西
ケ
原
三
1
一
二
一
六
　
　
昌
林
寺
内
　
　
〇
三
（
5
1
9
）
二
五
七
〇

栃
木
県
仏
教
会
宇
都
宮
市
材
木
町
観
専
寺
内
会
　
長
　
黒
田
白
純
理
事
長
　
鱒
淵
正
浩

　
磐
田
市
城
之
崎
福
王
寺
内
静
岡
県
仏
教
会
　
　
8
　
　
刊
磐
田
（
2
）
五
二
二
八
会
　
長
　
田
中
亮
　
三

青
森
県
仏
教
盛
会
　
長
　
束
　
　
　
義
寿

真
宗
大
谷
派
管
長
大
谷
光
暢
宗
務
総
長
星
谷
慶
縁
参
　
務
鈴
木
　
　
　
悟
参
　
務
中
山
尊
照
参
　
務
遠
藤
合
　
一
参
　
務
旭
野
正
信
総
務
部
長
　
加
納
宗
　
准

浦
和
市
高
砂
四
丁
目
＝
ニ
ー
一
八
闘
畑
埼
玉
県
佛
教
会
会
　
長
倉
持
秀
峰
副
会
長
佐
久
間
鎮
雄
　
〃
　
　
石
塚
大
喜
事
務
局
電
話
〇
四
八
八
（
6
1
）
二
＝
二
八

東
京
本
願
寺
　
台
東
区
西
浅
草
一
ノ
五
ノ
五
　
　
（
3
4
8
）
　
九
五
　
一
　
一
住
　
職
　
大
谷
光
紹
輪
　
番
　
伊
藤
哲
雄

東
海
銀
行
頭
　
販
　
三
宅
重
光
副
頭
取
　
近
藤
豊
平
専
務
取
締
役
　
谷
　
　
信
　
一
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儘

落
5
　
　
・

曹
洞
宗
宗
務
庁
管
長
岩
本
勝
俊
　
宗
務
総
長
　
山
　
田
　
義
道
　
参
　
議
　
福
山
忍
裳
　
参
　
議
　
宮
前
鳳
洲
　
総
務
部
長
　
朽
木
　
正
　
己
　
教
化
部
長
　
金
子
宗
　
一
　
財
務
部
長
　
若
　
山
運
　
法
　
教
学
部
長
　
岡
　
田
　
己
　
成
　
社
会
部
長
　
阿
　
部
　
博
邦
　
秘
書
室
長
　
山
　
崎
　
秀
　
明
　
広
報
室
長
　
田
　
中
　
亮
　
三

財
団
法
人
全
日
本
仏
教
尼
僧
法
団
　
総
　
裁
　
大
宮
智
栄
　
理
事
長
　
北
川
鉱
油
　
　
　
　
　
役
　
員
　
一
　
同
禰
新
宿
一
大
　
鍼
二
墨
壷
講

財
団
法
人
日
本
仏
教
鎭
仰
会
　
理
事
長
　
中
山
理
　
々
　
　
　
北
区
赤
羽
台
三
－
二
四
－
二
　
　
　
赤
羽
法
善
寺
内
　
　
　
　
　
　
　
（
0
0
9
）
二
三
四
一
事
務
所
　
　
千
代
田
区
内
神
田
二
一
三
－
五
　
　
鎌
倉
ビ
ル
内
　
　
（
6
5
2
）
四
九
一
一

財
団
法
人
国
際
仏
教
興
隆
協
会
　
理
事
長
　
巌
谷
勝
雄
　
　
　
　
　
役
　
員
　
一
　
同
5
3
目
黒
区
中
目
黒
五
一
二
四
－
五
三
弔
　
祐
天
寺
内
　
　
（
1
1
7
）
七
六
〇
八

社
団
法
人
全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟
　
会
　
長
　
大
谷
智
子
　
副
会
長
　
一
　
条
智
光
　
理
事
長
　
山
本
　
ス
　
ギ
　
事
務
局
長
　
船
　
口
暉
子
　
　
　
世
田
谷
区
桜
上
水
四
ノ
九
ノ
七
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需
　
曲
の
　
曲
の
　
曲
の
　
駒

花
ま
つ
り
に
統
一
ポ
ス
タ
ー
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曲
の
雅
需
＊
曲
⑪

　
四
月
八
日
を
中
心
と
し
た
花
ま
つ
り
行
事
は

年
毎
に
各
地
で
盛
ん
に
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
ほ
ど
全
国
に
統
一
さ
れ
た
ポ
ス
タ
ー
の
頒

布
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
こ
れ
は
従
来
、
特
に
昨
年
、
東
京
都
仏
教
連

合
会
で
作
製
し
て
い
た
も
の
を
、
一
部
文
字
等

を
変
え
た
も
の
で
、
カ
ラ
フ
ル
な
色
彩
に
荘
厳

昧
豊
か
な
も
の
で
あ
る
。

　
市
町
村
仏
教
会
等
の
主
催
さ
れ
る
花
ま
つ
り

等
に
利
用
し
て
頂
き
た
い
。

　
頒
布
価
格
は
、
一
枚
五
十
円
　
送
料
別

　
　
　
　
　
　
　
五
枚
以
上
　
　
送
料
含

　
主
催
者
団
体
名
の
印
刷
も
相
談
に
応
じ
ま

す
。

ル
ン
ビ
ニ
ー
開
発
に
浄
財

東
京
ブ
デ
ィ
ス
ト
ク
ラ
プ

　
諸
仏
新
加
盟
の
東
京
ブ
デ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ

（
代
表
石
上
慈
敬
氏
）
で
は
、
恒
例
の
成
道
会

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
を
去
る
十
二
月
十

日
午
後
五
時
よ
り
赤
坂
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
に
於

て
開
催
し
た
。

　
今
回
で
七
回
目
を
迎
え
た
パ
ー
テ
ィ
ー
も
年

昭
和
四
十
七
年
一
月
一
日
発
行

々
盛
会
と
な
り
、
会
場
の
ロ
ー
ヤ
ル
ホ
ー
ル
正

面
に
掲
げ
た
法
輪
の
前
に
成
道
会
式
典
を
行
な

っ
た
あ
と
、
清
聴
を
と
り
な
が
ら
、
一
流
バ
ン

ド
の
演
奏
に
ダ
ン
ス
を
興
じ
、
福
引
き
や
セ
リ

売
り
等
、
集
っ
た
三
百
名
余
が
は
な
や
い
だ
雰

囲
気
の
中
で
釈
尊
成
道
を
祝
っ
た
。

　
毎
年
、
福
引
券
や
セ
リ
売
り
等
で
集
っ
た
浄

財
を
孤
児
院
、
施
設
、
仏
青
等
に
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
し
て
い
る
が
、
今
年
も
四
団
体
に
献
金
さ
れ

そ
の
一
つ
、
ル
ン
ビ
ニ
ー
開
発
資
金
と
し
て
、

金
五
万
円
が
四
仏
に
依
託
さ
れ
た
。
全
仏
に
は

一
昨
年
も
法
輪
閣
建
設
に
寄
金
さ
れ
て
い
る
。

東
屋
成
道
会
盛
ん

救
う
イ
援
助
も
剛
千
万
円
に

　
東
京
都
仏
教
連
合
会
の
成
道
会
、
第
六
回
お

悟
り
を
讃
え
る
会
が
去
る
十
二
月
八
日
午
後
四

時
半
よ
り
、
目
白
椿
山
荘
に
於
て
、
会
員
二
五

〇
名
余
が
参
加
し
て
盛
大
に
催
さ
れ
た
。
式
典

に
つ
づ
い
て
、
久
保
田
正
文
立
正
大
教
授
の
講

演
、
巣
鴨
白
泉
寺
所
属
の
東
京
城
北
少
年
少
女

合
唱
団
の
コ
ー
ラ
ス
が
あ
り
、
協
賛
の
仏
婦
山

本
理
事
長
の
乾
杯
音
頭
で
清
餐
に
う
つ
り
、
八

時
O
ろ
散
会
し
た
。

　
席
上
、
懸
仏
各
寺
で
募
金
し
た
救
う
イ
援
助

金
二
五
〇
万
円
が
栗
本
会
長
の
手
か
ら
ア
ジ
ア

救
う
イ
協
会
へ
贈
呈
さ
れ
た
。
こ
の
募
金
も
今

年
で
四
回
目
で
、
一
千
万
円
に
達
す
る
援
助
に

救
う
イ
協
会
の
代
表
も
感
謝
の
辞
を
お
く
っ
て

い
た
。

ゐ暴

悼

塩
入
亮
忠
師
（
天
台
宗
探
題
大
僧
正
・
川
越
喜

　
　
　
　
　
　
多
院
貫
主
）

　
旧
脱
十
二
月
二
十
三
日
逝
去
。
八
十
二
歳
。

　
密
葬
は
す
で
に
執
め
、
告
別
式
は
来
る
二
月

　
九
日
午
後
二
時
よ
り
喜
多
院
に
て
行
な
う
。

　
師
は
大
正
大
学
長
、
浅
草
寺
執
事
長
、
駒
込

　
高
校
長
等
を
勤
め
た
。

藤
井
日
静
師
（
日
蓮
宗
管
長
・
総
本
山
身
延
山

　
　
　
　
　
　
久
遠
寺
法
主
）

　
十
二
月
二
十
七
日
逝
去
。
九
十
二
歳
。
昭
和

　
三
十
八
年
よ
り
第
三
十
八
代
日
蓮
宗
管
長
。

　
同
年
九
月
よ
り
四
十
年
九
月
ま
で
、
全
日
本

　
仏
教
会
副
会
長
と
し
て
尽
力
さ
れ
た
。
密
葬

　
は
一
月
九
日
に
執
行
。
本
葬
は
末
定
。

＝
：
＝
，
：
：
■
一
一
一
一
：
鱒
一
圃
口
＝
一
一
一
軸
：
一
＝
3
■
一
＝
＝
嗣
＝
呂
■
一
ロ
一
一
一
一
一
＝
騨
＝
＝
回
＝
脚
，

新
年
懇
親
会
案
内

　
本
会
主
催
の
新
年
懇
親
会
は
、
来
る
二
十
四

日
（
月
）
芝
・
東
京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
開
催

さ
れ
る
。

　
恒
例
に
な
っ
た
こ
の
懇
親
会
は
、
京
都
と
東

京
と
隔
年
O
と
に
会
場
を
変
え
て
行
な
っ
て
い

る
が
、
毎
年
仏
教
界
関
係
の
政
財
界
人
を
は
じ

め
各
離
離
団
体
の
要
職
人
ら
多
彩
な
顔
ぶ
れ
で

あ
る
。

日
時
　
一
月
二
十
四
日
（
月
）
午
後
三
時
よ
り

会
場
　
東
京
芝
・
東
京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

　
　
　
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
ホ
ー
ル
（
二
階
）

会
費
金
参
千
円

出
席
串
込
は
一
月
十
五
日
ま
で
全
仏
へ

発
行
所
財
団
法
人
全

日

仏
教
会
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